
第3回岩国市地域福祉計画素案策走妻員会 審議要約

1開催日時

2 開催場所

3 出席者

平成21年8月18日(火)18時30分～20時

岩国市役所 2階特別会議重

【委員14名】

瀧山委員長､澤井副委員長､今田委員､植野委員､大谷委員､河角委員

川野委員､嶋田委員､寺本委員､中佐委員､中村委員､橋本委員､藤本委員

村岡委員

【事務局】

社会課長福岡､社会課長補佐兼地域福祉推進室長 山下､同重松本､河村

4議 題(1)第2章｢地域を取り巻く状況｣について(公開)

5 傍聴者

(2)第3章｢地域福祉を推進するために｣について(公開)

(3)第4章｢地域福祉を推進するための課題と対応｣より各琴題設恵について

(公開)

なし

6 審議要旨

(1)第2章｢地域を取り巻く状況｣について

○ 家庭児童相談室取扱い件数の増加､自治会加入率の減少それぞれの原因と対応が

気になるところである｡

○ アパート住まいの人は､自治会に加入していない人がたくさんいる｡単に住んでいるだ

けで他の人は関係ない､自治会に加入すると会合に出席しないといけないと考える人が

多いと思われる｡

○ 自治会加入率は地域別に相当格差があると思われる｡特に､市外部においてかなり率

をさげているのではないか｡

○ 自治会に加入していないと隣近所や地域とのつながりが非常に弱いため､普段の見守

りをするのに支障をきたす｡

○ 限界集落の間題についてもあわせて検討していく必要がある｡

○ アパート住まいの人とは対照的に､一戸建ての人はほとんど自治会に加入している｡

○ これから長いこと住むうえセ､アパートに住む人は､自治会の必要性や近所づきあいの

必要性が違うように思われる｡

○ 第一次岩国市地域福祉計画の成果の中で､成果とあるが､成果ではなく､評価ではな

いのか?今回の地域福祉計画においても､評価をどのようにしていくのか検討してほし

い｡

(2)第3章｢地域福祉を推進するために｣について

0 5層の圏域については､現状に沿っているが､先の状況をみながら､整合性をとってい




